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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 
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令和 ５ 年 10 月 20 日 

                        質問者 真鶴町議会議員  ３ 番 村田 知章    

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町長 

 

 

 

11月12日に投開票が行われた町長選挙において、町長の掲げた選挙公約

について伺います。 

まず、選挙で掲げた公約をすべて教えてください。 

選挙公報に載っていたものは、１、水道代を値下げします！ ２、無料

バスを走らせます！ ３、役場にワンストップ窓口をつくります！ ４、

中学校給食を早期導入します！ ５、地域振興券で町内経済を回します！

の５つです。 

 その他にも選挙で掲げた公約があれば教えてください。 

 

 次に、それぞれの公約を果たすための行程と予算などを具体的に教え

てください。 

 

１、水道代の値下げをどのように行い、いつまでに、どの程度の値下げ

を見込んでいるのでしょうか。それに伴う財政支出はあるのでしょ

うか。その施策について伺います。 

２、無料バスを走らせるために、どのような方法で、いつまでに、どの

程度の予算を見込んでいるのでしょうか。それと共に、これまでの

路線は維持できるのでしょうか。 
真 鶴 町 議 会
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第 号

収 受

町長の公約について 



 

 

 

３、役場にワンストップ窓口をつくるためには、組織の編成、職員の対

応力の育成、場合によってはシステムの改修が必要なこともありま

す。どのような方法で、いつまでに開設で、どの程度の予算を見込

んでいるのでしょうか。 

４、中学校給食の早期の導入ということですが、早期とはいつまでのこ

とで、どのような方法で、どの程度の予算を見込んでいるのでしょ

うか。 

５、地域振興券で町内経済を回すということですが、その財源はどのよ

うに考えているのでしょうか。これまで真鶴町でも地域振興券は発

行しています。11月中旬からも1人4000円分が配られています。これ

までとは違う地域振興券なども考えているのでしょうか。 

 

その他にも公約があれば、同様にその施策と予算と見通しを教えてくだ

さい。
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 
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令和 ５ 年 10 月 20 日 

                        質問者 真鶴町議会議員  ３ 番 村田 知章    

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町長 

 

 

 

真鶴町は、町として施設を多数所有しています。 

琴ヶ浜研修センターやお林展望公園のレストハウス２階など、年間を通

してほとんど使われていない施設があります。 

今後の有効活用について、どのように考えているかを伺います。 

真 鶴 町 議 会
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町有施設の有効活用について 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 
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令和 ５ 年 11 月 ６ 日 

                        質問者 真鶴町議会議員  ４ 番 黒岩 範子    

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町長 

 

 

 

真鶴町長選挙が１１月１２日に投開票され、新町長が就任されました。

町が抱える諸課題に関する所信を伺います。 

① 役場の機能回復をどのように進めるのですか。 

② 広域行政をどう進めていくのですか。特に消防問題、水道問題などにつ

いて伺います。 

③ 公共交通計画の整備はどのように進めていくのですか。 

④ 子育て世代の支援や高齢者支援をどのように進めていくのですか。 

（１）新町長に所信を伺います 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 
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令和 ５ 年 11 月 ６ 日 

                        質問者 真鶴町議会議員  ４ 番 黒岩 範子    

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 教育長 

 

 

 

９月２２日「第２回真鶴町学校建設準備委員会」が開催され、そこで出

された主な意見や決定事項の報告がありました。「どの子にも行き届いた教

育を守る」立場から伺います。 

① 校舎を「施設一体型にすること」に決定したということですが、分離型

と一体型について、一体型のほうが良いとする根拠は何ですか。 

 

② 「義務教育学校」と「小中一貫型小中学校」、それぞれのメリット、デ

メリットは何ですか。 

 

③ 建設場所・跡地についての考え方はありますか。 

 

（２）小中一貫教育校について 

 


